
つたえることと気づくこと 
き

（３年） 

 

　わたしは、生まれつき耳があまり聞こえません。２才の時からほちょうきを
う みみ き さい とき

つけています。ほちょうきをつけていても、まわりがにぎやかだと、友だちの
とも

話 や聞きたいことが聞こえないことがあります。大きな音にとてもびっくりし
はなし き き おお おと

てしまうこともあります。ほちょうきをつけているからふつうに聞こえている
き

と思われますが、本当はこまっていることもあり、それは気づかれないことが
おも ほんとう き

多いです。 
おお

　３年生になった時に、クラスがえがありました。そこで、先生といっしょに
ねんせい とき せんせい

考 えた紙しばいをみんなの前で発 表しました。わたしのことを知ってもらう
かんが かみ まえ はっぴょう し

ために、２年生の時から少しずつ作成したものです。みんなの前で読むのは、
ねんせい とき さくせい まえ よ

はずかしくてきんちょうしました。わらわれたらどうしようと、少しふあんに
すこ

思いました。でも、みんなしっかり聞いてくれました。だれもわらっていませ
おも き

んでした。ずっとしんけんに見てくれました。ゆう気を出してよかったです。
み き だ

今では、ロジャーマイクのことにきょうみをもってくれる子や、わたしが聞こ
いま こ き

えない時にかたをとんとんとたたいて教えてくれる子もいます。わたしは、聞
とき おし こ き

きやすくてとてもうれしいです。これは、友だちのやさしさだと思います。 
とも おも

　だから、わたしは友だちのやさしいところになるべく気づけるようになりた
とも き

いです。そして、だれかがこまっていたら同じようにやさしい行動をとりたい
おな こうどう

と思います。これからもみんなといっしょに楽しい学校生活を送っていきたい
おも たの がっこうせいかつ おく

です。
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